


















































話者 Aと話者 Bはともに女性で友人同士である。03Bから 07Bの発話においてもっ
ぱら話者 Bが先輩の家のテレビが地震で落ちて壊れた話を語っている（転記記号につ




















03B : だいじょぶだいじょぶ（．）でもなんか（．）先輩の家とか : =
04A : =うん．=
05B : =テレビがお -おっこちゃって=
06A : =˚うわ :［えやば ˚］ （（ささやき声に近い））
07B :  　　　　　［なんか］（．）左三分の一が真っ暗になっちゃってて :（．）そう（．）
それでなんか（．）=
　=占い何位か分かんないとか［hh言って］hh
08A : 　　　　　　　　　　　　［hhhhhhh］いやいやもっと悩むとこあるでしょ hhh
09B : も : もっとひどいのは :（．）その知り合いで : <買い換えた >日に地震で : = 
10A : =え : :
11B : あの地デジにしたの．［ね］
12A : 　　　　　　　　　　［うん］［うんうん］
13B :  　　　　　　　　　　　　　 ［あのブラウン］管から（．）あの厚いやつから
薄いやつに=
14B :  =した日に割れ-（．）こう hhおっこちゃっ［て : ］画面（．）ね ?見えなくなっ
［て : ］
15A :  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［え : : : ］ 
［うん］
16B : でも地震って結構保証効かない［（．）らしくて : ］むだ［金っていうか．］
17A :  　　　　　　　　　　　　　 　［そうそうそう．］　　　　［そう（．）なんか（．）］ =
18A : =生協［で : ］電子レンジ買ったから生協の保証書見直したら（．）＝
19B : 　　　　［うん］
20A : =天災ダメって書いて［あって : ］
21B : 　　　　　　　　　　　［え : : ダメ］なんだ［やっぱり．］
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22A :  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［そう．］だからもういいよって
思って hhh
23（1.0）
24A :  まずそんな簡単に［レン］ジ壊れないじゃん ?だって普通に［使ってて（．）
それしか］保証=
25B :  　　　　　　　　　［うん］　　　　　　　　　　　　　　　　  ［うんうんう
ん．そうだね．］
26A : =しないって［何（．）って思って hhh］
27B : 　　　　　　　［hhhhh確かに．］確かに．（．）水没とかありえない［しね．















2008 ; Jefferson, 1978 ; 串田，1999）を示している。語り部分の受け手による相槌，短


























































（1992 : 1995 : 765-772）のいう「第 2の物語」というものである。類似した経験を語
ることにより，前の部分の他者による語りを語り手が正しく理解したことを示している。











1組 2名から 3名，計 8組による会話（話者の平均年齢 21歳，年齢幅 19-32歳）合
計 518分（8時間 38分）を対象とした。このデータ中，「語り」は 208カ所見られ，そ





























16B : でも地震って結構保証効かない［（.）らしくて : ］むだ［金っていうか．］
17A :  　　　　　　　　　　　　　 　［そうそうそう．］　　　　［そう（．）なんか（．）］ =
18A : =生協［で : ］電子レンジ買ったから生協の保証書見直したら（．）＝
19B : 　　　 ［うん］
20A : =天災ダメって書いて［あって : ］








第 1の語り 1 : 話者 Bによる友人のテレビが落ちて壊れた話 1　損害と冗談
第 1の語り 2 : 話者 Bによる友人のテレビが落ちて壊れた話 2　損害とその保証
第 2の語り : 話者 Aによる電子レンジの保証が効かない話　損害とそれへの憤り


























（5）　07B :  ［なんか］（．）左三分の一が真っ暗になっちゃってて :（．）そう（．）それ
でなんか（．）占い何位か分かんないとか［hh言って］hh（断片 1・第 1の
語り・部分再掲）













している。話者 Aの 04A ［でなんか］（．）<お母さん>なんか :  以降，鍋が腐った話（第




01B : 　　　［え］実家 : しゃず（．）一ヶ月くらいおば : ちゃんちいたってこと ?
02A : そうそうそう．
03B : ふ : ん［そ : なんだ］．
04A : 　　　［でなんか］（．）<お母さん >なんか :  =
05B : =うん=
06A :  =鍋を作っ -（．）作って食べかけの鍋そのまま残して :［実家から］帰って来
たらしくて : =
07B : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 ［.hhh］
08A :  =.hなんか（.）お父さんは : 茨城の :（．）水戸↑（．）よりも（．）ま（．）>
車で一時間ぐらい <のとこで=
　　  =単身赴任してんだけど : =
09B : =うんうん .=




11B : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［う





16A :  =仕事で（．）でなんか（．）そしたらなんか（.） 部屋の中が尋常じゃなく臭かっ
たらしくて=
 =さ :［ （．）一か h月 hさ : 鍋］（．）=
17B : 　　  ［え : : : ↑（．）鍋のせいで : ?］（．）
18A : =鍋 hを h．=
19B : =え（．）ちっと（．）き -カビとか : : =
20A : =そ : なんか（．）鍋腐ってて :
21B : んまるごと捨て［るよねそしたら : ］．
22A : 　　　　　　 　［す -（．）そ : ］．すごいやばかっ hた hら hし hく hて h. 
23B : 見たくないよ［ね : ］．
24A : 　　　　　 　［そ h : h］．h（．）お父さんかわいそうだな : そんな［処理を］（．）
25B :  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　［え（．）］蓋
してなかった（．）˚蓋して（．）た hの hか hな h : h˚
26A : しと -h［hhh］．
27B : 　　　　［そこ大事］だ hよ hね h.蓋があるかない［かですご］い．
28A : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［そ : : ］．　
29B : なんか友達もカレー作って : ． 
30A : うんうん（1.0）やば［カレ -］?カレーやばっ．=
31B : 　　　　　　　　　　［蓋して : ］
32B :  =うっかり : .（．）［その］まま :［（.）］ 出てきたら hし hく hて h（．）>水道
出ないから : <=
33A : 　　　　　　　　　［うん．］　　　［うん．］
34A : =あ : あ : うん．=







39B : 帰ったらな hん hか．（．）カレー見えなくなっ［て hて hh］=
40A : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　［あ hhh］h．
41B : =カビが hhh（．）ふわ : : ってなって［て丸ごと捨てたって言って］た．
42A : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［く -うお : ↑↑（．）や↑ば↑い］．
43B : ．h（．）怖いよね : : ．
話者 Aは 04A以降，母親が震災前に作った鍋をそのままにして避難した話を語る。こ
の語りは，16Aの「でなんか（．）そしたらなんか（．） 部屋の中が尋常じゃなく臭かった






























か結 h構 h（．）残ったま hま h（．）．h」と「結構残ったまま」と程度が強く示され，
35B「実家帰っちゃったらしくてそれで二か月くらいいたんだって．」と 2ヶ月も期間
が空いたことが示される。
第 2の語りでは，39B～41Bで当時の状況が段階的に語られる。39Bの「な hん hか．
（．）」以降，言葉探しの後に強烈さが提示される。このクライマックス部分には，39B
































































1の語りは，話者 Bによって 06B 私何にも用意してなくて:  以降，これまでの地震で
は被害がなかったため，何も用意していなかったことへの後悔が語られる。これに続く




01A :  なんかいざ地震なって（．）つけるか（．）って思ったら電池切れて［んの．
hhhh］．
02B :  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［hhhh．
使 hえ］hな hい h．
連鎖する語り　（甲田）（130）
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03A : そ（．）全然使 hえ h［な hい h］．
04B : 　　　　　　　　　　［使えない］．
05A : ˚つか -˚
06B : 私なんにも用意してなくて :
07A : うん［うんうん］．
08B : 　 　［まさか : ］（．）なんか（．）震度 5 : が（．）一番（0.5）
　　　　　 ［その（．）前の］震度 5 : が［一番おっきいと］=
09A : 　　 ［うんうん］　　　　　　　 　［うんうんうん］
10B : =思ってたから=
11A : =う : ん=
12B : =ま : あれでだいじょ : ぶだったから :（．）
13A : うん［うんうん］．
14B :  　 　［なん -だい］じょぶだろ :（．）と思ってたら : 全然なんかそんなことな
くって :
15A : そ : ちょっとなめてた［よね : ．　　［そ h : ］．
16B : 　　　　　　　　 　　［なめてた　　［よね : ］．h．
17A :  でもなんかうち［すごい］よかったのが :［地震］の一時間前ぐらいに :［おば］
あちゃんから : =




22A :  　　　　［なんか］<蒸しパン >>みたいな <（．）サツマイモが入った蒸し［パ
ンみたいなのが］=
23B :  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［は
いはいはいはいはい］
24A : =ま : あっちの方で（．）ある（．）西の方であるん［だけど］=
25B : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　［うんうん］うん．
26A : =．hそれがちょ : 大 h量 hに h届いて［て : ］　





 ［そ : そ : そ : ］．
29B : =でしょ=
30A : でなんか（．）まだ［届いて］すぐだったから : ． 
31B : 　　　　　　　　　［（（鼻をすする音））］
32A : べつに : : （．）冷凍とかしてなかったし : ，
33B : う : : ん（．）［そっかそっか（．）よか］ったね : : ［．
34A : 　　　　　　　［な : : んもやってなくて］.　　 　　［そ : ．
35B : 一回冷凍しちゃうと．
36A : ふ -も : : （．）
37B : ん゚ （゚．）めんどくさいこと［にない -（．）からね］
38A : 　　　　　　　　　　　　　［できないじゃ : : ん］．電気使えないから．
話者 Aは 17A「地震の一時間前ぐらいに」Aの祖母から 20A「めっちゃ食べ物入った
宅急便届いて．」，地震の際の食べるものがあったことが語られる。この第 2の語りは，





















































04A : 　　　［でなんか］（．）<お母さん >なんか : =
05B : =うん=







① 03B :  だいじょぶだいじょぶ（．）でもなんか（．）先輩の家とか : =
② 09B :  も : もっとひどいのは :（．）その知り合いで : <買い換えた>日に地震で : = 
③ 17A : ［そうそうそう．］［そう（．）なんか（．）］=
（11）　【断片 2】における 2つの語りの開始部分
① 04A :［でなんか］（．）<お母さん>なんか :  鍋を作っ -（．）作って食べかけの鍋=
② 29B : なんか友達もカレー作って : ． 
（12）　【断片 3】における 2つの語りの開始部分
① 06B :  私なんにも用意してなくて :
連鎖する語り　（甲田）（134）
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6.2　第 2の語りの開始部 : 語りの近似性の表示
それぞれの第 2の語りの開始部はそれぞれ以下の言葉で始まっている。
（13）　 【断片 1～3】における第 2の語りの開始部
（1）そうそうそう．そう（．）なんか（．）【断片 1, 17A】
（2）なんか友達もカレー作って : ．【断片 2, 29B】

















09B : も : もっとひどいのは :（．）その知り合いで : <買い換えた >日に地震で : = 
→ 10A : =え : :
11B : あの地デジにしたの．［ね］
12A : 　　　　　　　　　　［うん］［うんうん］





（15）　 【断片 2】，第 2の語りの開始（再掲）
29B : なんか友達もカレー作って : ． 
→ 30A : うんうん（1.0）やば［カレ -］?カレーやばっ．=












　17A :  でもなんかうち［すごい］よかったのが :［地震］の一時間前ぐらいに :［おば］
あちゃんから : =
→ 18B : 　　　　　　　［うん］　　　　　　　　［うん］　　　　　　　　　 ［うん］
19B : =うん=
20A : =めっちゃ食べ物入った宅急便届いて=
→ 21B : =えよ［かったね］
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h.    吸気音
語 h語　語の中に呼気が含まれる
下線　音の強さは下線によって示される







The Stories in the Series
Koda Naomi 
　　Analyzing series of stories that were told by different storytellers in the same conversation, 
this study demonstrates that the story in the series achieves collegiality （Mulholland, 1996 ; Sza-
trowski, 2010 ; Karatsu, 2012）. This study focuses on the construction and design of the stories in 
the series in Japanese conversations, including the participants who went through and shared the 
experiences of the 3.11 earthquake in Sendai.　Once one participant picks up the earthquake as a 
topic, the next teller shows the resonance, and takes story turns and from them into a series.　
Especially when the topic comes to the hardship of earthquake experience, participants shared the 
feeling such as laugh and angry.　The earthquake topics seem to be the spring gushing out from the 
stock of experience.　Tellers of the second or consecutive stories nicely pick up the stories which 
agree with the previous stories from their stock of earthquake stories to achieve a degree of collegi-
ality in their talk.
